◆11　河口尚子・村上哲生・幸順子「生命の線引き論を環境・福祉の両者から考える」
■報告要旨（2,000字以内）［註、文献、図表等も含む］

１．はじめに

（１）問題の所在

　環境学において自然保護の場面で「自然物の権利」という語が用いられるようになっている。しかし元来この「権利」という語が用いられてきた分野（社会政策・社会福祉・法律・心理学・哲学等＝以下福祉という）と、意味するところは異なっているように思われる。また環境と福祉を包括する今日的課題として、「自己の意思を示すことが困難な存在の「権利」」がある。この課題について環境・福祉の両者から考えることで新たな可能性を探る。
　

（２）研究目的
　根本課題として生命の線引き論を取りあげる。人と自然の間の「線引き」がどのように考えられてきたのかについて、環境と福祉の両者から議論されている内容について考察する。それにより、この課題を考える上で有効な新たな枠組みを見出したい。
（３）研究の視点と方法
環境・福祉における生命の線引き論に関する主な文献を読み、概念整理を行う。其々の思想のもつ意義と問題点を検討するために、其々の思想の関係性の解明を試みる。具体的には鍵となる概念の軸に沿った図式化を行う。
２．環境思想と福祉思想をめぐる状況
環境において「自然物の権利」を巡り、シンガーの「人間中心主義」から「人間非中心主義」への転換を主張する議論が現れた。一方、ストーンの「樹木の当事者適格」は、法的な自然物の権利を認め、自然保護を根拠づける思想として定着したが、人と自然の間の「線引き」の問題については棚上げされた。
　福祉においても障害のある胎児など「自己の意思を示すことが困難な者の権利」を巡る議論がある。障害者運動や女性運動において、当事者の「自己決定権」が中心的価値となってきたが、「自己決定」の論理がかえって困難な状況を招いている。線引き論自体がタブー視される一方で、現実では胎児が「物象化」され、「出生前診断」の常態化などが進んできている。現実で起きている線引きにたいして有効な枠組みは示されていない。
　
３．環境思想と福祉思想の類似と相違点
　環境と福祉の課題の共通性として、市場システムとは相いれないということがいえるが、見かけの共通性をもって両者の見解を相互に敷衍することには問題がある。自己を主張する手段を持たない者の権利をどのように擁護するかは、表面的には自然保護活動や、障害者福祉の共通課題のようにみえるが、実は全く異なった対象を扱うものであり、異なった論理で運動が進められている。

＜人と自然の連続性＞

　現在の自然の権利裁判は、中世ヨーロッパの動物裁判のようなアニミズム的に動物と人との差を認めない思想や、人間中心主義からの脱却を志向するディープ・エコロジーやシンガーの種差別批判に基づくものではない。ストーンの「訴訟後見人」の考えに基づき、自然の権利の問題を解決しようとするものであり、人と自然の連続性を前提としていない。　

　福祉において、「人から人が生まれる」ということが人と自然を区別する契機であるとされる。
＜種か個か＞

　自然保護の対象は、種（species）、または地域の個体群（population）であり、種全体を維持するために個体の間引きや競争力の劣る個体の脱落は容認される。一方、福祉の対象は個人（individual）であり、社会の利益の総和を最大化する目的で、個人の権利が侵害されることは認められない。
＜一回性か再現性か＞

　環境においては再現性を重視しているが、福祉においては人間の存在の時間性・一回性を重視している。
＜生命の物象化＞
　環境学のアプローチは、生態学的な「関係性」をみていくにしても「物象化」が前提となる。一方、福祉においては生命を「物象化」すること自体の是非が問われている。
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